
第 1 回 チェックリスト集計 

個人の評価点（保育や自己資質など高く評価する点） 

・子どもに寄り添う保育を意識した 

・子どもの主体性を意識した保育を心掛けた 

・子どもの興味や関心に合わせた保育をするよう子どもと一緒に探究していくことができた 

・子ども達との信頼関係を築いていくことを意識した 

・発達に応じた活動を考え、子どもの変化に対応しながら保育ができた 

・遊びが広がるよう環境を整えることができた 

・園庭の使い方を考えたことで、子ども達が安心して遊べることができた 

・コロナ対策に気を配ることができた 

・保育士同士で連携を図り、安全かつスムーズな保育をすることができた 

・自分の仕事（保育、看護）に責任を持って取り組むことができた 

・自分の意見や研修で学んだことをに伝えり、わからないことはその都度聞いたりし、積極的声をかけて動 

 くことができた 

個人の課題 

（保育や自己資質などより努力を 

          要する点） 

・子どものペースに合わせる 

発達段階に沿った保育 

 

   

 

・ねらいや内容を意識した保育 

 

・保育士間の連携 

 

 

 

・係り、行事の仕事に対する 

責任感 

・仕事に対する知識と理解 

 

・身の周りだけでなく、園全体に

目を向けること 

 

 

・環境への配慮 

 

 

・保護者対応 

 

個人の改善点 

（保育や自己資質など改善できる点） 

 

・発達段階に合わせた援助や環境づくりを学ぶ 

・クラス担任に子の様子、対応の仕方を聞く、共通意識を持つ 

・できない、ダメなところに目がいってしまうことがあるので、

できることろに目を向ける事を大切にする 

 

・毎年同じような保育の繰り返しでなく、新しいことを取り入れ

ていく 

・小さな事でも常に声を掛け合う 

・頼りっぱなしにならない 

・困ったことは相談する 

 

・仕事内容を把握する 

・自主的に準備したり、声を掛け合う 

 

 

・余裕を持つ 

・周りが何をしているかにも目をむけ、「やります」 

 というような声を発していく 

 

・物的環境だけでなく、日常生活における環境 

 （部屋の温度・湿度など）にも配慮する 

 

・職員同士で共通理解を図る 

・「わかっているだろう」と思っても伝わっていないことがあっ

たので、一つひとつ丁寧に伝える 



クラスの課題 

（保育や自己資質などより努力を 

          要する点） 

・日々の保育に追われてしまいや

ってみたいことまで動き出せ

なかったり、基本的な事が疎か

になってしまう（心の余裕がな

い） 

 

・興味や発達に合わせた保育を 

計画すること 

・流れに乗れない子への声掛け、

関わりが保育士によって異 

なってしまうこと 

・子ども一人一人の対応について

連携や情報の共有をより一層

密にすること 

 

 

・限られた空間の中で楽しく過ご

すための環境づくり 

・子どもの遊びが発展していない 

 

・他クラスとの関わりや 

情報交換が少ない 

 

クラスの評価点（保育や自己資質など高く評価できる点） 

 

・保育士間で相談しながら連携が取れている、（子どもの様子、保護者対応、製作、情報交換など） 

・ストレスなく保育ができている 

・日誌、記録の書き方などわかりやすいように変化させていった 

・子ども達が楽しく生活できる環境づくりや興味関心が広がるようなことを取り入れることができた 

 （製作、遊具、栽培、食育：梅シロップなど） 

・体操教室を通じて子ども達の運動能力を理解し、クラスだけでなく、異年齢でも楽しむことができた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラスの改善点 

（保育や自己資質など改善できる点） 

 

・優先順位を考えたり、いろんな先生たちの意見を聞いたりしな

がら、保育について知識を高め、より良い保育を提供できるよ

う心掛ける 

・生活の流れも大事だが、個々の気持ちを大切にする 

 

 

・その時々の子どもの発達にあった遊びや環境設定をしていける

よう保育士それぞれが学び、情報交換し、共通理解して保育を

していく 

・話し合いを密にして役割を明確にする 

・子どもの育ちにとってどんな関わりがベストなのかを考えて 

いく 

・現場にあった研修（年間で） 

 

 

 

・環境構成の見直し 

・子どもの興味や発達にあった玩具を用意する 

 

 

・周りの動きにも目を向け先回りできるようにする 

・自ら声を掛け合い、協力する 

・自分の仕事に責任を持ち、周りのフォローができるよう、思い

やりの気持ちを持って仕事をする 



園全体の課題 

（保育や自己資質などより努力を要  

            する点） 

・コロナ対応で職員の負担が多い 

・コロナ対策の情報が共有できていない 

 

・乳児、幼児の関わりが少なくお互いの

活動が把握できていない 

・コロナ禍で交流が少ない 

・園全体のことが把握できていない 

 

 

・担当の行事、係りの仕事以外 

 任せっぱなしが多い 

・地域との関わり 

 

・環境整備 

 

 

・SDGｓの具体的な取り組み 

どうするか 

 

・ICT 化が進むことを踏まえて 

 さらに効率的にしていくには 

クラスの改善点 

（保育や自己資質など改善できる点） 

 

・コロナ対応のマニュアルを把握する 

・職員同士で情報を共有する 

 

・援助が必要な場合はクラス内だけでなく、園全体で 

サポートする 

・どの職員がどの部屋、どの年齢を担当しても同じになるよ

う玩具の使い方や遊び方の約束など把握できるようにし

ていく 

 

・積極的に気づいたことは行う 

・他人事ではなく声をかけて手伝う 

 

 

・保育士ではできない部分は業者にお願いする 

・公開保育、民営化（プレゼン）に向けての環境作り 

 

・それぞれが意識してみる 

・学んだことを職員や子ども達に広めていく 

 

・他園の取り組みなど情報を集める 

・必要なことを学んでいく 

園全体の評価点（保育や自己資質など高く評価する点） 

 

・職員間の連携がとれている（園内研修での伝達事項など） 

・協力体制ができている（行事についてできることがあるか声を掛け合う） 

・保育環境を良くしようとしている（新しい遊具：タイヤブランコ、木の遊具、日誌、月案の形式など） 

・ドキュメンテーションを保護者向けに掲示したり、職員で研修発表することで共通理解ができている 

・会議や業務の効率化が図られている 

・災害用リュックの見直しにより災害についての意識が高まった 

・感染症予防：コロナ対策（パーテーション増やす）に向き合って日々の保育ができた 

・SDGs への関心を高め取り組んでいる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食職員の評価点 

・子ども達がなるべく完食できるよう味や量を考えて調理した 

・衛生面に配慮し自分自身が健康でいられるよう努力した 

課題点、改善点 

・コロナで教室の様子を見に行けないが、給食を作ることを楽しみ子ども達に喜んでもらえるよう頑張りたい 

・給食に関わることだけでなく、園の基本理念や保育指針なども理解していきたい 

・チェックリストを行うことで食育・食事の提供に必要な保育士側からの視点を改めて考える機会になった 


